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わけその「間主観性（Intersubjektivität）の現象学」に取り組んできた。1984—86 年の 2 年
間、（旧西）ドイツのケルン大学とヴッパタール大学に留学し、クレスゲス教授とヘルト教
授のもとで学んだが、その間ずっとフッサール『間主観性の現象学』（フッサール全集第




























また、デカルトの「我あり、我思う（ego sum, ego cogito）」という代わりに「私は存在する、
この生はある、私は生きている、すなわち我思う	(Ich bin, dieses Leben ist, Ich lebe: cogito.)」




















































うか。『イデーンⅠ』(1912)より 7 年前の講義『物と空間』(1905) で、「私の身体（Ichleib）」




















































































































































































































































                                                        
(1) その試みの一つとして、Hamauzu (2013), Hamauzu(2014)を参照。 
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(2) なお、本稿は、PEACE VII Conference “Phenomenology of Dis/Ability”（Tokyo University Komaba Campus, 
16-18. December 2016）での口頭発表	‘On Possibility of Dis/Ability in Husserl’s Phenomenology’、中国・广州中
山大学（2017 年 3 月 8 日）での講演「フッサール現象学における『能力と障がい』の問題について」、お
よび Nordic Society for Phenomenology, Annual Conference “Phenomenology and the Body – Contemporary 
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